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 山田洋次監督の『パリタクシー』（22年）を原作にした91本目の最新作は、

タクシー運転手と一人の乗客との奇跡のような一日を描くヒューマンドラマ。

そう聞くと、私は『ドライブ・イン・マンハッタン』（23年）の素晴らしい出

来を思い出したが、葛飾柴又から乗車する 85 歳の“マダムすみれ”役が倍賞

千恵子と聞くと、本作はあくまで山田洋次流！？ 

他方、『武士の一分』（06 年）以来、19 年ぶりに山田組に参加したのは木村

拓哉。恐い恐い「身の上話」（？）をする85歳のすみれに引っかき回されなが

らも、標準的かつ真面目な中年の個人タクシー運転手役を好演！ 

葛飾柴又から葉山の老人ホームまで丸1日もかかったのは意外だが、メータ

ーは跳ね上がっているはずだから、すみれは上客！ならば、料金をもらい忘れ

ても、数日後に妻と共に挨拶に行った時にもらえばOK！ 

本来はその通りだが、さて本作は？ラスト 10 分間の、山田洋次流の“あっ

と驚く意外な展開”は、あなた自身の目でしっかりと！ 

─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── 

■□■『パリタクシー』を東京に！「タクシーもの」あれこれ■□■ 

本作の INTRODUCTIONによれば、山田洋次監督の 91本目にして松竹創業 130周年

記念作品となる本作は、大ヒットしたフランス映画『パリタクシー』（22 年）を原作とし

たもの、そして、「昭和から、平成、令和と、各時代を生きる人々をあたたかい眼差しで描

いてきた山田監督が、刻々と変化する大都市・東京を舞台に、人生の終活に向かうマダム

とタクシー運転手の一日の出会いを通し、人生の喜びを謳いあげる」ものらしい。私は『パ

リタクシー』は観ていないが、類似の「タクシーもの」として、直近の『ドライブ・イン・

マンハッタン』（23年）（『シネマ57』62頁）をはじめ、イランのジャファル・パナヒ監督
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の『人生タクシー』（15年）（『シネマ 40』78頁）、韓国のチャン・フン監督の『タクシー

運転手 約束は海を越えて』（17年）（『シネマ42』248頁）等を鑑賞している。 

『ドライブ・イン・マンハッタン』はショーン・ペン扮するベテラン運転手と若い女性

客とのタクシー内での 100分間の会話劇で構成された素晴らしい作品だったが、本作は中

年の個人タクシー運転手、宇佐美浩二（木村拓哉）が、85歳の女性客、高野すみれ（倍賞

千恵子）を葛飾柴又から神奈川の葉山にある老人ホームまで運ぶ約半日（1 日？）のタク

シー旅行（？）とその数日後に起きる“あるハプニング”を描くもの。脚本は朝原雄三と

の共同ながら山田洋次自身も関与している上、タクシーの出発点が葛飾区の柴又帝釈天、

主役の一方が倍賞千恵子となればおおよその脚本（ストーリー）の枠組みは想像できる。 

1931年生まれの山田洋次監督の最新作たる本作は91本目。1941年生まれの倍賞千恵子

は1962年の『下町の太陽』で歌手デビューした後、『男はつらいよ』シリーズをはじめと

して、松竹の看板女優として活躍を続け、本作は第 70数作目の映画だ。「昭和は遠くなり

にけり」を“統一テーマ”に、次々と「〇〇死去！」「△△死去！」の記事を「微博（ウェ

イボー）」のサイトに載せてきた私としては、「ひょっとして、本作が両人の遺作！？」と

の思いで劇場に出かけることに。有名作品だからそれなりの客入りだろうと予想していた

が、三連休の初日たる11／22、観客はほぼ満席だったからビックリ！しかも、その年齢層

は平均70～80歳だと推定されたから、さらにビックリ！このじいさん、ばあさんたちは本

当に自分でチケットを購入して席に座っているの？ひょっとして、老人ホームが無料チケ

ットを配布しているの？ 

■□■「東京の見納めに」から次々と会話と物語が！■□■ 

『ドライブ・イン・マンハッタン』は運転手と乗客との会話が始まるタイミングやテー

マが2人の俳優の演技と相まって見事に構成されていたため、何らの不自然さもなかった。

しかし、本作では、柴又帝釈天の山門前で宇佐美浩二の車の後部座席に乗り込んできた85

歳のマダム（？）高野すみれが、「東京の見納めに」と“寄り道”を依頼したところから、

すみれの身の上話を中心とするかなり深刻な（？）会話を含むさまざまな物語が展開して

いくことになる。高速道路に乗れば最短時間で目的地に到着できるが、すみれの求めに応

じて東京都内をあちこち寄り道すれば、しかも逆向きになることもいとわずに車を走らせ

れば、メーターがどんどん上がっていくから、すみれの要望は宇佐美にとっても願ったり

叶ったりだ。宇佐美にとって、こんな上客はすみれが初めてだったのでは・・・？ 

すみれの求めに応じて最初に寄ったのは言問橋。すみれの説明によると、1945年3／10

の東京大空襲の際、すみれの父親はここで死亡したそうだが、宇佐美はそんなこと言われ

たって（聞かされたって）・・・？次は、台東区の上野恩賜公園。不忍池は私も 1972～74

年の 2年間の司法修習生時代に何度か訪れたことがあるが、ベンチで 2人が一息つく時に

は、宇佐美が高 2 の娘、奈菜（中島瑠菜）の受験（推薦入学）の身の上話をするところま

で2人の距離は近づくことに・・・。 
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■□■この身の上話は深刻すぎ！ホントにそこまで喋るの？■□■ 

タクシー内での運転手と乗客との会話はたわいのないものが多い。また、お互いに真剣

に聞いていない（？）から、たとえホラ話であっても、黙って「フンフン」と聞く（聞き

流す）ケースが多い。弁護士事務所の打ち合わせの席で弁護士が依頼者から聞き出す話で

は、それが本当か嘘かが最大のポイントだが、タクシー内の会話ではお互いの話の真偽す

らどうでもよいことだ。 

したがって、すみれから「あなたの初恋は？」、「奥さんは？」、「お子さんは？」等と聞

かれても、宇佐美は適当に答えておけばいいのだが、根が正直な宇佐美はそれに対してい

ちいち誠実に答えていたから、本作ではそんな宇佐美の姿にも注目！ 

他方、「大阪のおばちゃん」は、放っておくと1人でいつまでも喋っているが、東京の葛

飾柴又の帝釈天から出てきた“マダム”たるすみれも、どうやらそれに近いらしい。その

ため、宇佐美から聞かれもしないのに、「若き日のすみれが在日朝鮮人2世であるキム・ヨ

ンギ（イ・ジュニョン）と運命的な恋に落ちたこと」を語り始めたから、アレレ、アレレ・・・。

しかも、その話は途切れることなく、「朝鮮戦争後、祖国再建運動に参加するというキムは、

引き止めるすみれを振り切り、北朝鮮へと旅立ってしまう。涙の別れのあと、すみれはお

腹に彼との子が宿っていたことを知る。その後、すみれは小川毅（迫田孝也）という男と

出会い結婚する」と、何とも深刻な話につながっていったから、アレレ、アレレ！ 

いくら何でも、この身の上話は深刻すぎ。タクシー内の会話として語られる類のもので

はない。いくらお喋りなマダム（？）でもホントにそこまで喋るの？ 

■□■殺人未遂で10年も服役！？それって本当？作り話？■□■ 

今でこそ北朝鮮は金王朝 3 代目の金正恩率いる、とんでもない独裁国家だという認識が

日本で定着しているが、若き日の倍賞千恵子の良きライバルだった吉永小百合の出世作た

る『キューポラのある街』（62 年）では、ヒロインの弟の親友として朝鮮人の男の子が登

場し、北朝鮮への帰還事業で故国へ戻っていく物語が感動的に描かれていた。しかし、「昭

和は遠くなりにけり」で、宇佐美の世代ならともかく、今ドキの20代の若者に「北朝鮮へ

の帰還事業」と聞いても何のことかさっぱりわからないはずだから、前述したすみれの若

き日の悲恋物語を聞いても、さっぱりわからないはずだ。 

しかも、聞かれもしないのに、次々と続くすみれの身の上話は、子連れでの再婚話から

再婚相手のダメ亭主ぶり、さらにその結果、何と「阿部定事件」を彷彿させるような（？）

殺人未遂事件の発生と同罪での有罪認定による約10年間の服役と、身の上話がどんどん深

刻になっていくので、それに注目！すみれはなぜそんな本来誰にも話したくないはずの身

の上話を初めて会ったばかりのタクシー運転手に語るの？そもそも、すみれの話はホン

ト？ひょっとして作り話？そして、何よりも、朝原雄三と山田洋次は本作中盤をなぜこん

な脚本にしたの？私には少し疑問だ。そして、そんな脚本に少し異議ありだが・・・。 
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■□■役者としてのキムタクの成長ぶりに感服！■□■ 

私は今年再放送されている NHK 大河ドラマ『独眼竜政宗』（87 年）を毎週録画して観

ているが、そこでは、渡辺謙の若き日のカッコ良さと並んで、2022年4月に亡くなった西

郷輝彦の演技に感心している。私の中学時代の1962年に『君だけに』でデビューした西郷

輝彦は橋幸夫、舟木一夫に続く「御三家」の一人として活躍し、『十七才のこの胸に』や『星

のフラメンコ』等を大ヒットさせたが、いつの間にか歌手よりも俳優が本業になっていた。 

歌手から俳優への見事な転身を遂げた先輩、同僚、後輩は多いが、SMAPの一員として

日本中のアイドルになっていたキムタクこと木村拓哉もその一人だ。俳優としてのキムタ

クを山田洋次監督が初めて起用したのは『武士の一分』（06年）（『シネマ14』318頁）だ

が、そこでは、今ドキの若者（？）がこんなカッコ良い時代劇や剣さばきがよくできるも

のだと感服！そんな俳優・木村拓哉が、ベテラン女優・倍賞千恵子との二人芝居の妙が成

否の鍵を握っている本作では、見事に山田演出に応え、「フーテンの虎さん」級とまではい

かないまでも、軽妙な味を出している。 

昭和24年のベビーブームの中で生まれた私たちは「団塊の世代」と呼ばれ、競争が当た

り前の社会を生き抜いてきたが、それに比べれば、私より20年以上後の昭和47年生まれ

のキムタク世代は軟弱そのもの・・・？つまり、「いい人」ばかりだが、それだけではいく

ら真面目に働いても収入は上向かず、食べるには困らないものの、豊かさとは程遠いレベ

ルの生活だ。したがって、「音大に推薦入学で入ることができる」と娘（中島瑠菜）から聞

かされた宇佐美が、「それはいい！」と喜んだものの、入学金やあれやこれやで約100万円

もかかることを知ると・・・？そんなふうに、人はいいものの、頼りない男に対して、そ

れに連れ添っている女はやはり現実的で強い。妻の薫（優香）は入学金等を工面するため

には田舎にある宇佐美の実家を売るしかないと決断し、それを進めようとしたが、宇佐美

はそれすらすぐに決断できず、ズルズルと・・・。そんな家庭内の事情（悩み）を抱える

中で、宇佐美はすみれを客席に乗せて、葛飾柴又から葉山に向けて走っていたわけだが、

思わぬ展開の中で「我が家の事情」をすみれに話すと、それをすみれが率直に聞いてくれ

た上、理解を示してくれたから、宇佐美の心の中は少しは軽やかに・・・。 

他方、すみれの方は、約束している到着時間が大幅に遅れてしまったことを“悪用（？）”

して、宇佐美とレストランで夕食まで共にし、心ゆくまでおしゃべりしたから、十分満足

の上で老人ホームへチェックイン！一瞬そう思ったが、すみれは、更に、「今日はこのまま

入居したくない。さっきのレストランの入っていた大きなホテルで一泊したい。お金は持

っているから」とわがままを言ったところ、宇佐美からピシャリと「それはダメです」と

跳ねつけられたため、失意の中で（？）ホームの中へ入ることに。 

■□■タクシー料金は後日訪問した時に！本当にそれでいいの？■□■ 

山田洋次脚本と演出の素晴らしさは、「なるほど」と思わせる軽妙な笑いを引き出すとこ

ろに顕著だが、本作最大のそれは、しぶしぶ老人ホーム内に入っていくすみれに対して、
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荷物（トランク）を手渡し、別れを告げた後、宇佐美とすみれが双方ともタクシー料金の

支払いが終わっていないことに気がつくことだ。そんなことは通常ありえないが、映画な

らそれもあり！そして、山田脚本・演出映画なら尚更それもあり！そして、それも納得だ。 

もっとも、そこで宇佐美が「近いうちに妻を連れて会いに来るので、その時にもらいま

す」と告げたのは意外。個人タクシーは日々日報と売上をつけることによって営業と収益

状況をチェックしているのだから、そもそも料金のもらい忘れはありえない。まして、東

京から葉山まで丸1日車を走らせたのだから、本日の料金はHow much？多分、彼の個人

タクシー運転手生活の中でメーターは最高額に跳ね上がっていたはずだ。 

他方、そもそもすみれは85歳の老婆、しかも心臓にはペースメーカーが埋め込まれてい

るのだから、いつ死んでもおかしくないはず。すると、もし今度会うまでにすみれが死ん

でしまったらどうなるの？弁護士の私はそんな最悪のことまで考えたが・・・。 

■□■ラスト１０分の、あっと驚く展開に注目！■□■ 

『ドライブ・イン・マンハッタン』の結末は、あくまでタクシー内の会話にポイントを

置いた同作らしく、想定内のものだった。他方、本作の原作とされた『パリタクシー』の

結末を私は知らないが、本作ではラスト10分に、未収のままとされていたタクシー料金の

支払いを巡って（？）、“あっと驚く結末”が待っているので、それに注目！ 

すみれを老人ホームに送り届けた宇佐美は、娘から頼まれていた横浜のお土産（シュー

クリーム）をすみれに買ってもらっていたから、家に戻った宇佐美が娘から感謝されたの

は喜ばしい。他方、タクシー料金が「また今度！」となったことを、妻の薫から大いに怒

られたのは仕方ない。 

それから数日後、宇佐美が薫と共に手土産を持って、すみれが入居した老人ホームを訪

れたのは、単にタクシー料金を回収するためではなく、薫をしっかりすみれに紹介したい

という宇佐美の希望があったからだ。ところが、フロントで名前を告げて、すみれへの面

会を申し込むと・・・？心臓にペースメーカーを埋め込んでいる人は多いが、あの時、あ

れほど元気だったすみれがあっけなく死んでしまうとは！それを聞かされた宇佐美が「（未

払いの）タクシー料金はどうなりますか？」と聞けなかったのは仕方ないが、あの日、葛

飾柴又からタクシーを発車させる際にすみれを見送っていた男（笹野高史）から呼び止め

られ、名刺を受け取ると、そこには「司法書士」の肩書が。そして、「同行してくれ」と言

われるままに薫と共に彼の事務所に赴くと、何と、すみれ自筆の手紙（遺言書）を手渡さ

れた上、「読んでくれ」と言われたからビックリ！ 

さあ、そこには一体何が書かれていたの？ちなみに、「遺贈」とは、遺言書によって「贈

与」することだが、その場合の税金はどうなるのか、あなたは知ってる？そんなことも勉

強しながら、本作ラスト10分の“あっと驚く展開”は、あなた自身の目でしっかりと。 

2025（令和7）年12月1日記 


